
         令和８年度 学校経営計画書 

 

  

 
１ 教育目標 

  本県唯一の病弱教育を行う特別支援学校として、児童生徒の能力や可能性を育む教育を推進し、知・徳・体の調和のとれた人格形成に努める。 

＜教育方針＞ 

（１）「明るく、仲良く、強く」生活できる資質や能力を育み、心身ともに「安心して学べる安全な学校」をめざす。 

（２） 医療や地域と連携し、病種、病状並びに発達段階に応じた教育を推進する。 

（３） 地域の病弱教育の拠点校として、センター的機能の充実に努める。 
 

２ 中・長期的目標 

(１) 学校の現状 

① 病種や病状、障害の程度に応じた教育と準ずる教育に対応した教育課程を編成している。 

② 本校で学ぶ児童生徒は、隣接する医王病院に入院し、病気や障害を真摯に受け止め、病状の回復や病気の自己管理をめざしている。 

③ 慢性疾患、特に心身症等で転入学する児童生徒は、学習空白を補い、コミュニケーション能力の育成に励み、前籍校復帰をめざしている。 

 

(２) 児童生徒に関する中・長期的目標 

① 学校や病院内で充実した生活を送るために、健康管理や生活リズムの確保に努める。 

② 自己の在り方や生き方を考えるとともに、心豊かな人間性と社会生活スキルを身につける。 

③ 基礎的・基本的な知識・技能を習得し、主体的・対話的で深い学びを通して必要な思考力・判断力・表現力を身につける。 

 

(３) 教職員、学校組織の望ましい在り方 

① 医療機関や家庭、前籍校と連携・情報共有を図り、病種や病状及び発達段階に応じた授業実践力を身につける。 

② 研修や研究を通して、病種や病状に関する専門性や ICTを活用する能力の向上を図る。 

 ③ 教職員の危機管理意識を高め、児童生徒の安心・安全に配慮した学習環境を整備し、不測の事態に適切に対応できる学校をめざす。 

④ 効率的な校務処理と業務改善を推進することで、授業準備や研究等の時間を確保する。 

 

３ 今年度の重点目標 

（１） 授業実践力と専門性の向上   ・・・授業力向上・ICT活用能力の向上・病種理解のための研鑽・指導実践の共有 

（２） 安心安全な学校づくり     ・・・大規模災害を想定した危機管理体制の整備・安全防災対策の充実・病院等との連携による支援体制の充実                      

（３） 業務の効率化         ・・・効率的校務処理の推進 
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